
EPゴム製の屋外形端末の 2種類がある。現在使

用されている差込み式端末の例を図1に示す。これらは汚損度

に応じて適用区域が定められており，通常，重汚損地区には耐

塩形端末，それ以外の一般地区には屋外形端末が使用されてい

る。しかし，耐塩形端末は磁器製であるため，耐汚損特性に優

れている反面，重く取扱い性が悪いといった欠点があり，屋外

形端末はEPゴム製であるため，選定を誤って重汚損地区で使

用した場合には絶縁破壊を起こすといった問題があった。また，

両者とも差込み式のため，ケーブルの挿入不足に起因する破壊

事故も件数こそ少なくなっているものの未だに発生している状

況にある。
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表 1 目標仕様
Target specification
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